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記事

定例研究報告会

1986年度第 1回の定例研究報告会が，新入院生会員四歓迎会主兼ね C去る 5月29日

〈木〕午後 1時四分より法経本館会議室において開催された。報告者lま本学部助教授池

尾和人氏と大学院半世重準四郎氏であった。冒頭，池上学会評議員長上り新入院生会員

への歓迎D辞があり，二人の研究報告に入った。出席者は2日名で，報告のあとそれぞれ

活発な質疑応答が行われfι4時から懇親会に移り和気調々のうちに閉会した。準備，

運蛍に御尽力いただいたtmJII元雄・槙田忠衛両助手に厚〈御礼を申し上げる。

(研究集会委員伊東光晴・野津正徳3 院生委員上回健作〕




